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10．　水素イオン濃度

　原土10gに蒸溜水30ccを加え，充分振邊して，、24

時間後上澄液をアソチ毛ン電極を用い測定した。他趨地

のものについての測定値とともに表示すれば，第4表の

通りである。

11．結　　語

　本鉱床は職時中にほ探鉱程度の稼行が行われたが，絡

職と共に中止せられ，現下の事情により，再びその開発

が企図されている。、

．鉱床は石英粗面岩・緑色凝茨岩・凝亥質砂岩および集塊

岩の交代された浅熱水性交代鉱床である6

　筆者は化学分析・槍鏡・示差熱分析等の手段により，そ

の構成鉱物の決定を行つた結果，石英・絹雲母および硫

化鉄鉱よりなり，石英と絹零母の容積比は塊状鉱石では

7：3・》6：4で，粘土鉱石では3：7・》2：8であつた。

　絹雲母中の不純物（石英および硫化鉄鉱）はいずれゐ部

分にも含まれ，絹雲母¢）贔位を高めるためには，選別方

法カミ充分槍討されなければならないo　（昭和25年11月

調査）
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Geology　of　Tokona血i．Maぜ血o　Di就r童就

　　　　　in　Uわe　Coal　Field

　　　　　　　　by

　　　　　Michiya　Kono
Tokonami・Marho　district　lies　m　the

＊燃料部

ea＄tempartofUbec・a1丘eld．andt五eロdis・
tribution　of　coal　seams　was　almost　unkno加n．

Geological　survey　was　practised　with　a　t6po』

grap皐icalmap・nt五esgale・f1／25・00晦4σ

㎞2area　for　about20days．
　　Th“coal　bearing　formations軍e　deposi一．

ted　inP　th6shallow　sea　with　arαhipe190s　by

which　the　formations　are　separated　in　manプ
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basins　of　deposition．The　dip　of　cbal　b6a－

ring　formations　which　are　deposited　in　the

Eocene，refrectsthereflefsofbaserocks。
　The　land　area　ex6epting　Tokiwaφstrict

contains　poor　Coal　seams，thin　in　thickness

and　inferior　in　quality，and　is　not’econom量一

cally　important　but　the　s¢a　bottom　of　Toko－

n＆mi　district　iきimportant，because　there　are

4workable　coal　seams　in　suitable　conditions

for　mining．

1．緒　言
1）要　旨
宇部炭田の東部に位置する宇部市床波・：丸尾および東

岐波村を含む約40km2の地区の淡暦賦存歌況を，広島

通商箆業局宇部石炭事務所の申請による受託調査を行つ

た。とこにその結果を申講者の同意を得て報告する。本

地区内には稼行中の常磐炭鉱のほかに，なお数炭鉱があ

るが，現在いずれも休山中で，炭層賦存斌況の詳細につ

いては不明であるので，稼行可能炭暦および深暦賦存状

況を明らかにするのが，今回の調査の主目的であつた。　’

　本地区の第三紀庵・は海進期の静稔な多島海に堆積した

もので，その堆積は各盆地に分れて行われたらしく・堆

積盆地周辺部と思われる箇所に生成された炭暦は，炭丈

が薄く，淡質も劣る。

　炭暦は基盤の形状をそのまX反映して起伏を有する

が，強い断層蓮動や摺曲蓮動は受けていない6第三紀層

堆積後北部が隆起したために，、現在の陸地の区域が海上

に現われ，そこに堆積していた主要炭層を含む上部暦

は創剥され，水面下の部分はごの削剥からまぬがれたの

で，これを床波海岸で長生炭鉱が稼行した爾である。

　現陸地の区域は第三紀層堆積盆地の周縁部に当るため

に，元来堆積暦の厚さが薄く，その上削剥が激しかつた

ので，陸地の第三紀層の厚さは120m以内と考えられ）

炭暦は炭質・炭丈典に現海底区域より劣餌有望な主要

稼行炭暦は床波海岸より沖合に向つて賦存するものと考

える。

2）　調査班員・精度・期間

地質調査…・通商産業技官　河野遽也・

精度・・“地質概査地形図1／25，000宇部東部図幅

期蘭・…自昭和軍年4月23日至昭和26年5月13一日

　　　　　2．位置』・交通

1）位．置
本地区は山口縣宇部市の東部床波・丸尾・垂子および吉

敷郡東岐波村を含み，西は常盤池』岡・東は岐波・北は

上片倉・山立石池に取閉まれ，南ば周防灘に面する地域

で，東西約8km．南北約5km，調査面積40kn｝2余

である。

2）交　 逼

鉄道は宇部東線が調査地区丙南東部を略々海岸線に沼

つて通じ，常盤・床波・丸尾・岐波の4駅があり，鉄道と

略々李行に宇部・小郡間に縣道が昂り，貨物自動車・乗合

自動車の交通が頻繁であるに

調査地区内は緩傾斜の丘陵地であるから，交通は極め

て便利で劇るo

　　　　　　3．地　 形

北西部は海抜100m内外の丘陵地で，北西部より漸

次南東部に標高を減じ，周防灘に接する。

調査地区内は一般に緩傾斜の丘陵地で，北部の基盤地

帯．以外は標高5徴n以下で卒つて，床波附近が一番低く，

こNに盆地の口が開いている。

川は概ね北より南に洗れ，床波および崎波の海岸年注

ぐo

　　　　　　4．地　質
1）層　序
本地区の地質は主として第三紀およザ基盤岩類の古生

暦・蛇紋岩・花嵩岩等より成り，南部には第四紀層が広

く分布する。

沖積暦は茉占土・砂・欝より成り，膠結不売分な岩石

で，丘陵の間に沖積李地を形成するd

洪積暦は梢々膠結不充分の友白色または黄褐色の，粗、

粒石英質砂岩乃至礫岩およびローム質の赤福色粘土暦よ～

りなり，標高50m以下の丘陵地の上部に，第三紀暦お

よび基盤岩類の古生層・蛇紋岩・花嵩岩等を不整合に覆　ぼ

い，南部・東部に広く分布する。粗粒石英質砂岩乃至礫

岩は，北部においては礫岩暦を主とし，礫は直径15cm

乃至lc血の梢々丸味を帯びた石英の礫が多く，外に凝

友質砂岩・花崩岩・古生暦等の礫も含む。南部にゆくに

つれて礫の大さが小さくなり，細粒礫岩が次第に多くな

つて，これと粗粒石英質砂岩とが互暦するようになる。

互層の厚さは3m以下で，北西部の基盤地帯を除いて

広く第三紀層および基盤岩類を覆う。この土に分布する

赤褐色ローム質粘土は，無暦理の軟弱な岩石で，北部で

は侵蝕されて分布せず，南部にいくにつれて発蓬し・厚

さは2m以下で，下の地暦を不整合に覆う。

　第三紀暦（來炭暦）は主として砂岩よりなg・その聞に

頁岩・礫岩および炭暦を挾み，陸地では厚さは120m域内

である。砂岩は褐色乃至帯青友色で・石英粒を多く含遜・

花崩岩質砂岩の部分が多く，傭暦が良く発達している。買
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岩は友色乃至帯青友色で，薄く，砂岩中に挾まれている。

礫岩暦の梢々顯著なもIPは2暦認めら解るoその内i基底

礫岩は崔崩岩に接する王原北方の沼の附近は直径レ吸O

cmの古生暦・花歯岩の亜角礫が難然と花嵩岩質砂岩中

に混在するものである。古生暦および蛇紋岩に接する部

分では，顯著な基底礫岩は認められず，基底部は友青色ま

たは友黒色の粗粒砂岩詠りなる。他の礫岩暦は基底近く

に：介在し，調査地の北部の諸所にド認められるもので，直径

1・｝3cmの花嵩岩および古生層の円礫よりなり，厚さは

3m内外である。この礫岩暦より上に粗粒砂岩と細粒砂

岩との堂暦があり，細粒砂岩中に直径1cm内外の長形

または球形の褐鉄鉱を含む著しい地層がある。炭層はこ

一32一（246）
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れより上に1～2厨あつて，露頭では炭質・炭丈共に悪い

が・過去の陸地の稼行炭鉱の炭層はおXむねこの暦準に

属するものと考えられ，床波海岸の海底の炭暦はさら

に上部のもので，侵蝕されずに残らたものである。

　第三紀暦の地質時代については本地区より・化石を産

しないので，詳しいことはわからないが，宇部炭田の地

・質時代は大体始新世とされているQで，本地区の第三紀

暦もそれと同一時代のものと考える。

　基盤岩類は古生暦・蛇紋岩・花嵩岩および石英斑岩等で

古生暦は主として緑泥片岩・石墨片岩・絹雲母片岩および

千枚岩等からなり，蛇紋岩は古生暦を岩脹状または岩床・

状に貫いでおり，古生層と蛇紋岩は密接に調査地区周辺

に分布しているo

　花嵩岩は主に黒雲母花嵩岩で，調査地区北部に分布す

る・石英斑岩は岩脈状を呈し，床波東部年露出する。

　2）地質構造
　基盤岩類の古生暦・蛇紋岩・花歯岩は略々南北に連続

し，当地区内の第三紀厨には大きな構造線は見られない。

た食し第三紀層を切る落差30m以内の小断層縞宇部

地区の第三紀層の状況より考えて，当地区内にもあるか

も知れないが，、認めることができなかつた。基盤岩類が

調査地区周辺に分布しているので，第三紀暦は上記の基

盤岩類に取囲まれた盆地状の多島海に堆積したもので，

この堆積盆地は床波海岸附近で南部の堆積盆地と続き，

大田附近で陛かに北部の堆積盆地と連絡していたと考え

られる。第三紀暦の起伏はこの堆積盆地中に散在する基

盤岩類の凹凸をそのま』反映し，地暦は薄く堆積してい

るので，堆積後の摺曲はほとんど認められず，断層によ

る小さな「ずれ」はあつたと考えられるが，これも著しい

　ものはない◎囎の傾斜は50～200で，ほ黛堆i積盈地の

中央に向つて傾斜しており，、調査地区全般を見渡すと，

傾斜方向は一憲していない。

　要するに調査地区には第三紀層堆積前に常盤池・江頭・

上原・床波・床波海岸・大田を中心とする小盆地があり，こ

の内で床波海岸の盆地が一番大きかつたと考えられる。

　これらの盆地に発達した第三紀暦は，堆積後北部の上昇

　により，北：部の堆積盆地のものは上部が創：剥しつくされ

たが，常盤池・床波海岸の堆積盆地ではそれほど削剥さ

れなかつたので上部の稼行可能炭暦が残つたのである。

　　　　　　　　　5．炭　　層

　　調査地区内には著しい炭暦露頭は認められない。炭暦

は堆積環境より考えて前述の郊く各盆地に堆積したと想

像されるが，北部の基盤の隆起により現陸地区域に該当

する場所に堆積した上部の炭暦は，削鯛されて既にないo

各盆地の下部表層は基盤岩類の凸部においては浩減し，

㌧
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隣接盆地の下部炭層とは連続していない。以下各堆積盆

地について設明する。

　常盤池堆積盆地は現在常盤淡鉱で稼行している区域

で，常盤池を中心とした現在の地形が略々堆積盆地の形

状を示している。野中に基盤の背部があつて，最上部の

33一（265）
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シ毎　　底
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　　　　　生基盤岩類　　　〃
　　　　　層
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第3圖　地1質模式概念圖

一・番層が僅かに宇部地区と続いているのみで・それより

下位の炭暦は宇部地区とは蓮続し・ていないと考えられ

る。、北部および南部は基盤で限られ・東部も岡辻黒岩山

を結ぶ基盤の凸部域東には連続しないo

本堆積盆地が宇部地区と床波・丸尾地区との中聞の炭

層状況を示すもので，床波・丸尾地区の炭層は宇部地区

より下の炭暦が発達しており，これより上部のいわ中る

宇部地区の五段炭層域上の炭層の見られないqは，北東

部の隆起により削剥されてないものと考える。本堆積盆

地においては盆地中央を北東より南西方向にi基盤の背部

があり，常盤池の中央すなわち堆積盆地の最も深い所で

四番暦迄池底より70m凶外，基盤迄100m内外であ

る。現在常盤炎鉱で稼行している三番暦は宇部弛区の三

尺層に対比され・炭束60cm丙外である。，

床波海岸の旧長生炭鉱地区の堆積盆地は現在の海底の

高低より考えて，東西約2km．南北4km域上の床波

海岸より南に細長ぐ延長する堆積盆地で，床波・丸尾地
区においては最も有望な地区である。喪生炭鉱は鏡在水

没しており，詳しいことはわからないが，床波海岸の耕

坑より沖合2．5km余の斜坑道により操淡した。

北

　　　この堆積盆地の炭層は陸地と異り，上部の炭暦

　　が削剥されずに残り，宇部地区の五段炭層以下に

　　対比さやる淡暦が賦存するものと考えられ，宇部』

　　地区よりは下部の炭層の発蓬状況が良好である。

　　江頭・上原・大田等の上記以外の各堆積盆地はい

　　ずれも最大直径2km域丙で，炭暦は常盤海堆積

　』盆地の最干部炭暦4番暦に略凌相当する炭層であ

　　るがラ炭丈・炭質共に劣るようであるoこれより

　　上部の炭暦は堆積状況も悪く，また各盆地とも基

　　盤の隆起の最も華しかうた地区なので，創剥され．

　　てないものと考える。これら各盆地における第三

　　紀暦の厚さは最大120mで，湊暦は堆積盆地の

　　中央部では基盤より60m内外上位の層準にある

　　と考えられるo江頭堆積盆地は炭暦と基盤との聞

　　が他の堆積盆地より接近しているが，とれは第三

　　紀暦堆積当時基盤が他の堆積盆地のそれより高位．

　　にあったためと考える。

　　　　　　6．結　論
’
1
） 本地区の第三紀層（爽炭層）は凹凸の多い海底を有

する多島海に静かに堆積した。

2）下部炭層は各盆地に分れて堆積しているが，’略々

対比可能である。しかし上部は削剥されて，常盤池・床

波海岸堆積盆地域外には賦存しない。

3）炭層の起伏は基盤岩類の形駅をそのま』反映し，

断暦摺曲はほとんど認められないd

4）’第三紀暦堆積後北部の基盤の隆起により，現陸地

の区域に堆積した上部炭暦は削剥されて無くなつた6洪

積層は北部の基盤岩露出区域に近づくにつれて，堆積物

あ粒度が粗く、なり，、南にゆくにつれて細密になる。

5）陸地においては常盤炭鉱地区の堆積盆地が梢々大

きく，

’
ま
た
制
鯛 をまぬがれて稼行可能炭暦が賦存する。

6）本地区で最も有望な稼行可能炭暦は床波海岸より1

沖合に向つて海底に賦存する。　、

7）常盤池床波海岸以外の堆積盆地ほ，蝿模が小さく

炭質も劣り，主要炭層は削剥を受け，稼行は梢々むつか

しいと考えるo（昭和26年4月調査）
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